
提

出

者

山

田

敏

雅

平
成
十
四
年
五
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

八

二

号

源
土
運
動
広
場
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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源
土
運
動
広
場
に
関
す
る
質
問
主
意
書

四
月
十
七
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
で
の
電
源
三
法
交
付
金
に
関
し
て
刈
羽
村
の
事
を
質
問
し
た
。

源
土
運
動
広
場
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
不
明
確
な
の
で
質
問
主
意
書
で
再
質
問
す
る
。
答
弁
は
「
県
を
介
し
て

交
付
し
た
」
「
沈
下
は
や
む
な
い
こ
と
」
と
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

政
府
は
源
土
運
動
広
場
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

一

産
廃
撤
去
の
事
実
と
責
任
と
再
発
防
止

三
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日
の
両
日
、
数
十
人
の
作
業
員
が
多
目
的
広
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
の
地
表
面
に
確
認
さ
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
木
根
等
の
産
廃
を
撤
去
し
た
。
そ
の
量
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
数
台
分
に
及
ん
だ
。
作
業

完
了
後
の
現
在
で
も
地
表
面
に
無
数
の
産
廃
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
重
機
の
移
動
や
産
廃
撤
去
で
、
剥
ぎ
取
ら
れ
た
植
生
回
復
の
た
め
、
四
月
末
に
は
種
子
を
吹
き
付
け
る
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

そ
こ
で
産
廃
存
在
と
撤
去
作
業
の
実
態
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

�

撤
去
作
業
は
誰
の
判
断
指
示
で
、
ま
た
何
処
の
費
用
負
担
で
ど
の
く
ら
い
の
費
用
の
下
で
実
施
さ
れ
た
か
。

一



�

産
廃
撤
去
の
作
業
内
容
は
何
か
。

�

三
月
の
産
廃
撤
去
で
、
交
付
金
を
使
っ
た
公
共
事
業
の
完
成
し
た
地
表
面
に
大
量
の
産
廃
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
訳
だ
が
、
こ
う
し
た
事
態
と
な
っ
た
原
因
と
責
任
は
何
か
。
再
発
防
止
策
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
常

識
的
に
は
、
関
係
者
が
施
工
や
検
査
時
の
配
慮
で
充
分
に
防
止
で
き
た
と
考
え
る
が
如
何
か
。

�

施
工
業
者
、
施
工
管
理
業
者
、
村
、
新
潟
県
、
経
済
産
業
省
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
再
発
防
止
策
は
何
か
。

�

実
施
し
た
行
為
は
、
お
ざ
な
り
の
産
業
撤
廃
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
作
業
で
対
策
は
完
了
と
見
な
す
の
か
。

二

沈
下
修
繕
の
事
実
と
対
策

完
成
か
ら
三
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
度
末
、
以
下
の
沈
下
修
繕
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。

�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
北
東
に
設
け
ら
れ
た
休
憩
棟
周
辺
の
舗
装
の
沈
下
修
繕

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
南
東
側
の
水
溜
り
に
重
機
を
投
入
し
て
対
策
を
実
施
し
た
。
こ
の
位
置
で
の
対
策
は
完
成
一
年
後

に
引
き
続
き
二
回
の
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
南
西
に
設
け
ら
れ
た
ト
イ
レ
棟
は
著
し
く
傾
斜
し
て
い
る
。
建

物
の
不
同
沈
下
に
つ
い
て
、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
住
宅
紛
争
処
理
の
参
考
と
な
る
べ
き
技

術
的
基
準
（
建
設
省
告
示
第
一
六
五
三
号
）
に
よ
れ
ば
、
六
／
一
〇
〇
〇
以
上
の
傾
き
が
あ
れ
ば
、
設
計
施
工
に
大
き
な

二



瑕
疵
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
傾
斜
は
四
六
五
〇
ｍ
ｍ
区
間
で
七
〇
ｍ
ｍ
で
あ
り
、
十
五
／
一
〇
〇
を
超
え
て
い

る
。
沈
下
修
繕
の
事
実
を
如
何
に
把
握
し
て
い
る
か
。

�

完
成
直
後
に
公
費
の
再
投
入
が
行
わ
れ
て
い
る
と
推
定
す
る
が
、
完
成
後
の
修
繕
経
費
は
い
く
ら
か
。

�

ト
イ
レ
棟
の
不
同
沈
下
は
基
準
以
上
で
、
設
計
・
施
工
に
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
設
計
施
工
、
検
査

関
係
者
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


